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第 1章 背景 

 自閉スペクトラム症(Autism Spectrum Disorder : ASD)は、DSM-5 で陽性の情動の表現の

減弱、認知と言語の遅れ、特定の音や触感、痛み、熱さなどの感覚入力に対する明らかな過

敏さ、または鈍感さがあり、ストレスや尽力に苦しんでいる特徴が報告されている。また、

HSP (Highly Sensitive Person)は提唱者の Aron ＆ Aron(1997)が敏感さの程度として感覚処

理感受性を述べ、特徴として僅かな刺激に対して特に敏感であり、簡単に刺激過剰となり、

臭い、音、光などに特に敏感であることが明らかになっている。また、Orloff (2017)は高過

敏性が発展した状態として対人関係に注目したエンパスを報告した。しかし、HSP やエンパ

スについても現状では十分に研究が進んでおらず、今後の課題である。次に愛着について

Bowlby(1973 黒田・岡田・吉田訳 1977)は子と親の関係から、対人関係を判断する枠組みを

形成すると考え、内的作業モデルを報告し、Bartholomew(1990)が愛着のスタイルにより対

人関係パターンがあると述べた。愛着は対人関係に影響があることが考えられ、ネグレクト

などにより親と良好な関係を形成できないことで反応性愛着障害があるとされている。 

以上のことから、ASD、HSP、愛着はそれぞれ対人関係に影響があり、ASD は HSP と愛

着障害と概念的に似ている部分があることが考えられる。 

 

第 2章 目的 

 本研究では大学生を対象に自閉スペクトラム症傾向、Highly Sensitive Person、エンパス、親

への愛着、パーソナリティ特性などの心理的特性が友人関係とどのような関係があるかについ

て検討することを目的とした。 

 

第 3章 方法 

 3. 1調査時期と調査対象 

桜美林大学の大学生を対象に 2021 年 10 月から 2022 年 5 月末の間調査を実施した。分析対

象は 462 名（男性 179 名、女性 252 名）であった。 

 

 3. 2 調査内容 

  

1） 自閉症スペクトラム指数日本語版(若林・東篠・Baron-Cohen・Wheelwright, 2004) 

2） Highly Sensitive Person Scale 日本語版 (髙橋, 2016) 

3） Big Five 尺度短縮版(並川・谷・脇田・熊谷・中根・野口, 2012) 

4)  友人関係尺度（永井, 2016） 

5) エンパス尺度（串崎, 2019） 

6) 親への愛着尺度 (丹羽, 2005) 

 

第 4章；第 5章 結果と考察 

各尺度についての性差の検討 

 本研究では ASD 合計点において女性の方が高いという有意差傾向が見られており、Baron-

Cohen(2002)の自閉症の極端男性理論のように男性の方が ASD 指数が高いという仮説は支持
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されなかった。 

また、女性の HSP が全て有意に高く、情緒不安性と調和性も高かった。このことから男性

より友人関係の危機に敏感であり、友人関係を築くことができることが考えられる。 

 愛着問題について男性の方が有意に高い点は大石(2016)によると男性の方が女性よりも有

意に親から自立したいという思いが高いことから、反映された結果であることが推察される。 

 

自己開示についての検討 

分析の結果、Empath 傾向、愛着問題が高くなるほど、自己開示が低下していると考えられ、

HSP 傾向が高くなるほど、自己開示が高くなることが判明した。被説明変数と説明変数の関連

性をより明確にするために、分析の対象を被説明変数の高低で重回帰分析を行った結果、愛着

問題、開放性が高い人ほど、自己開示が低下していると考えられ、HSP 傾向、外向性が高い人

ほど、自己開示が高くなっていた。また、自己開示の高低は ASD 傾向、HSP 傾向、パーソナ

リティ特性、Empath 傾向、愛着問題で 83.3%判別できることが明らかとなった。すなわち、

今回調査を行った心理的特性によって自己開示の高低が高い精度で判別できたことを意味す

る。 

 

配慮・気遣いについての検討 

分析の結果、外向性が高くなるほど、配慮・気遣いが高くなることが明らかになった。被説

明変数と説明変数の関連性をより明確にするために、分析の対象を被説明変数の高低で重回帰

分析を行った結果、誠実性が高いほど配慮・気遣いが低くなり、外向性、HSP 傾向、開放性、

愛着問題、調和性が高いほど配慮・気遣いが高くなることが明らかになった。また、配慮・気

遣いの高低は ASD 傾向、HSP 傾向、パーソナリティ特性、Empath 傾向、愛着問題で 79.5%

判別できることが明らかとなった。すなわち、今回調査を行った心理的特性によって配慮・気

遣い高低が高い精度で判別できたことを意味する。 

 

評価懸念についての検討 

分析の結果、情緒不安性、外向性、愛着問題が高くなるほど、評価懸念が高くなることが明

らかになった。被説明変数と説明変数の関連性をより明確にするために、分析の対象を被説明

変数の高低で重回帰分析を行った結果、情緒不安性、愛着問題、HSP 傾向、外向性が高くなる

ほど、評価懸念が高くなっていた。また、評価懸念の高低は ASD 傾向、HSP 傾向、パーソナ

リティ特性、Empath 傾向、愛着問題で 78.0%判別できることが明らかとなった。すなわち、

今回調査を行った心理的特性によって評価懸念の高低が高い精度で判別できたことを意味す

る。 

 

干渉回避についての検討 

分析の結果、調和性が高いと干渉回避が低下し、開放性、HSP 傾向が高いと干渉回避が上が

ることが判明した。被説明変数と説明変数の関連性をより明確にするために、分析の対象を被

説明変数の高低で重回帰分析を行った結果、誠実性、調和性が高いと干渉回避が低下しており、
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HSP 傾向、開放性が高いと干渉回避が高くなっていた。また、干渉回避の高低は ASD 傾向、

HSP 傾向、パーソナリティ特性、Empath 傾向、愛着問題で 84.2%判別できることが明らかと

なった。すなわち、今回調査を行った心理的特性によって干渉回避高低が高い精度で判別でき

たことを意味する。 

 

第 6 章まとめと展望 

本研究の結果、友人関係と ASD 傾向、HSP 傾向、パーソナリティ特性、Empath、親との愛

着の関連などの変数と関連性があることが明らかとなり、大学生における友人関係の理解が進

んだと考えられる。一方で、ASD や、HSP、パーソナリティ特性、Empath は先天的なもの、

あるいは特性的なものであると考えられることから、友人関係の改善のためにこれらを変容さ

せることは困難であることが指摘される。また、愛着の問題は後天的な環境要因由来であると

しても、短期間で変容することは困難であると言える。本研究から、友人関係に影響を及ぼす

臨床的に重要な特性的な問題を理解することが進んだが、今後の研究では、さらに友人関係の

改善への寄与について検討することが求められるだろう。 
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